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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、浮腫を有する高齢入院患者の皮膚状態の評価方法を明らかにし、皮
膚状態を悪化させずに汚れを除去できる清拭プログラムの開発をすることである。綿タオルおよびディスポーザ
ブルタオルを用いた弱圧の清拭は、心因性の浮腫を有する高齢患者の皮膚バリア機能を悪化させない可能性が示
唆された。また、感染予防の観点より使用される頻度が高まっているディスポーザブルタオルについて、密度が
高く厚みのあるものを用いることで、タオル温低下を防ぎ、綿タオルと同等に皮膚温が大幅に低下しないことや
対象者の寒さを与えずに清拭を実施することができることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to identify methods for evaluating the skin 
condition of older inpatients with edema and to develop a bed bath program that can remove dirt 
without worsening their skin condition. The results suggest that low-pressure wiping using cotton 
towels and disposable towels may not worsen the skin barrier function of older patients with 
cardiogenic edema. In addition, the use of disposable towels, which are increasingly used to prevent
 infection, suggests that the use of high-density, thick towels can prevent a decrease in towel 
temperature, allowing for bed bathing to be conducted without significantly lowering skin 
temperature or causing the inpatient to feel cold, as is the case with cotton towels.

研究分野： 看護学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
皮膚状態が脆弱と考えられる浮腫を有する高齢入院患者における清拭方法を開発することは、皮膚トラブルやそ
のことが原因となって生じる感染、乾燥に伴う掻痒感などの苦痛を予防することに貢献し、患者のQOLのみなら
ず医療費の抑制につながることが期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
皮膚は人体の最大の臓器であり、あらゆる外界からの刺激を最初に受ける。そのため、皮膚の

生理機能を良好に維持するあるいは向上させるために行うスキンケアは全身の健康の維持のた
め重要である。しかし、スキンケアは皮膚乾燥を助長することや、軽微な外力によって生じるス
キン‐テアの発生につながり得るため、対象者の皮膚状態に合わせた適切なケアの選択が必要で
ある。 
申請者はこれまで、スキンケアの一つである清拭に焦点をあて、皮膚トラブルを起こさずに気

持ちよさを提供できる清拭方法について研究を進めてきた。清拭の文献レビュー１）によると、
皮膚を良い状態で維持・改善し、汚れを除去して、気持ちよさを提供できる清拭方法について、
拭き取り前に 10 秒間温かいタオルを皮膚にあて２）、弱圧で拭き取ることが良いこと１）、タオル
の素材による差は明確ではないことが報告されている。これらのエビデンスに基づき、疾患によ
る特性から全身清拭の実施頻度が高い心臓疾患患者への介入を行った。しかし、皮膚バリア機能
評価のゴールドスタンダードである角質水分量（SCH）および経表皮水分蒸散（TEWL）の測定
値は不安定であり、心臓疾患患者の介入による皮膚状態を量的に評価することが困難だった。そ
の理由の一つとして、利尿剤等の治療により浮腫の状態の変化が皮膚状態に影響をしたのでは
ないかと予測した。浮腫
が生じている皮膚は、加
齢に伴う生理的な変化の
みならず、菲薄化や乾燥
といった脆弱な状態であ
り、スキン‐テア発生の危
険性が高い。こうした皮
膚状態は掻痒感が生じ、
患者のストレスや、掻爬
することでの感染リスク
もあるためQOLに関連す
る。それにも関わらず、浮
腫を有する高齢入院患者
のスキンケアに関するエ
ビデンスは非常に乏し
い。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、浮腫を有する高齢入院患者の皮膚状態の評価方法を明らかにし、皮膚状態を
悪化させずに汚れを除去できる清拭プログラムの開発をすることである。 
 
 
３．研究の方法 
１）浮腫を有する対象者における皮膚バリア機能評価に関する文献レビュー 
 浮腫を有する患者の皮膚バリア機能の実態とその評価方法を明らかにすることを目的に文献
レビューを行った。 PubMed を用い、検索ワードは“Edema[Mesh]”, “Lymphedema[Mesh]”, ”skin 
barrier[Title/Abstract]”, ”skin integrity[Title/Abstract]”, ”TEWL [Title/Abstract]”, ”skin hydration 
[Title/Abstract]”などとした。文献除外基準は①ヒト以外の皮膚を対象としたもの、②英語以外
の言語で記載されたもの、③皮膚バリア機能の計測を行っていないもの、④浮腫を有する者を
対象としていないもの、⑤論文の形式をとっていないものとした。対象文献は Microsoft Excel
を用いて「対象」「研究デザイン」「測定部位」「測定機器」「結果」を整理した。 
 
２）厚手のディスポーザブルタオルを用いた清拭と従来のディスポーザブルタオルおよび綿タ
オルを用いた清拭に皮膚バリア機能，主観的評価，皮膚温の比較 
感染予防の観点や使用の簡便さ等の理由から使用が広まりつつあるディスポーザブルタオル

の清拭は、皮膚バリア機能を維持する一方で、薄手であり水分含有率が綿タオルよりも高いため
気化熱が生じやすく、対象者の皮膚温低下や不快感を与えることが報告されている。そのため、
従来よりも厚手で密度の高いものを用いることで、前述した課題を解決し、対象者に温かさや気
持ちよさを提供できる清拭が実施できるのではないかと考えた。 

健康女性 10 名に厚手のディスポーザブル、薄手ディスポーザブル、綿タオルを用いた清拭を
実施し、3 つの条件における皮膚バリア機能、主観的評価、皮膚温の経時的変化を比較した（準
実験研究）。15 分間の安静後に、表面温度が 43℃程度になるよう加温したタオルで右手関節よ
り上腕に向かって 3 往復拭き取り、乾いたタオルで水分を拭き取った。その後 15 分間安静に臥
床した。皮膚への影響は皮膚温、角質水分量（SCH）、経表皮水分蒸散量（TEWL）を用いて清
拭前、乾拭後、5・10・15 分後に測定し、主観的評価は乾拭後に質問紙にて回答を得た。 

 

表 1 高齢者と比較した浮腫を有する高齢入院患者の清拭に関する課題 



３）異なるタオル素材の清拭が心臓疾患を有する高齢患者の皮膚バリア機能に及ぼす影響 
高齢な心臓疾患患者は浮腫を有する者が多く、加齢に伴う皮膚の水分保持能や弾力性の低下

だけでなく、疾患や治療によるバリア機能低下も生じるため、より皮膚状態に配慮する必要があ
る。ディスポーザブルタオル（以下、ディスポ）は、従来の綿タオルよりもタオル表面が滑らか
なため皮膚バリア機能を悪化させない可能性が予測される。心臓疾患を有する高齢患者におい
て、異なる素材（綿およびディスポ）のタオルを用いた清拭が患者の皮膚バリア機能に及ぼす影
響を検証することを目的とした。 

循環器内科・心臓血管外科に入院する 65 歳以上の患者 22 名を対象に、ディスポおよび綿タオ
ルによる清拭を左右どちらかの前腕・下腿にそれぞれ実施した。タオルウォーマーで加温したタ
オル（表面温度約 43℃）で対象者の前腕・下腿を弱圧（10-20mmHg）で 3 往復拭き取り、乾い
たタオルで皮膚表面の水分を拭き取った。皮膚バリア機能の評価は清拭前、清拭 15 分後、清拭
翌日に経表皮水分蒸散量（TEWL）および角質水分量（SCH）を測定した。対象者の特徴は、基
本属性、検査値、スキンケアの習慣、皮膚乾燥と浮腫の程度を収集した。 
 
４．研究成果 
１）浮腫を有する対象者における皮膚バリア機能評価に関する文献レビュー 
 検索の結果、128 件の文献が抽出され、条件に沿って選択した結果 8 件だった。さらに、本文
をスクリーニングし、浮腫を有する対象者（部位）の皮膚バリア機能が不明な文献 3 件を除き、
分析対象は 5 件だった。5 件のうち、3 件が乳がん患者を対象とし（そのうち 1 件は健康成人も
対象としている）、慢性静脈炎患者とリンパ性浮腫患者を対象としたものが各 1 件でサンプル数
は 24～91 名だった。皮膚バリア機能の評価指標は 4 件で経表皮水分蒸散量（TEWL）を用いて
おり、1 件は角質水分量（SCH）を用いていた。浮腫を有する場合はない場合の皮膚よりも TEWL
の値が高い傾向にあることが 4 件すべての研究で報告されていたが、測定部によっては異なる
傾向にあることも報告されていた。現段階では TEWL を用いた評価が多くなされているが、研
究件数が少なく、エビデンスレベルが高いと考えられるランダム化比較試験や、浮腫を有さない
者との比較はなされていなかったため、更なる研究が必要である。また、皮膚バリア機能の評価
に関して、TEWL または SCH のみとしており、これらを組み合わせて評価することや浮腫の程
度との関連の検証なども必要と考える。 
 
２）厚手のディスポーザブルタオルを用いた清拭と従来のディスポーザブルタオルおよび綿タ
オルを用いた清拭に皮膚バリア機能、主観的評価、皮膚温の比較 
清拭前における３条件のタオル温には有意差がないが、いずれの条件でも清拭後にかけて有

意に低下し、薄手ディスポーザブルタオル（32.7℃）は綿タオル（36.4℃）および厚手ディスポ
ーザブルタオル（36.1℃）よりも有意に低かった（P<.001）。皮膚温は時間の主効果のみ認められ
（F[2,126]＝12.1，P<.001）、厚手および薄手タオルは清拭後において有意に皮膚温が低下した
（P<.001）。SCH は時間（F[8,126]＝85.0，P<.001）と条件（F[8,126]＝6.8，P＝.002）の主効果が認め
られたが、条件間に有意差はなく、すべての条件で清拭後に有意に上昇し（P<.001）、厚手タオ
ルのみ清拭 15 分後まで清拭前よりも高値を示した（P<.01）。TEWL は時間の主効果のみ認めら
れ（F[8, 126]＝49.7，P<.001）、すべての条件で清拭後に有意に上昇し（P<.001）、厚手タオルのみ清
拭 15 分後まで清拭前よりも高かった（P<.01）。主観的評価は温かさ（P=.006）、柔らかさ（P=.030）
について条件間で有意差があった。 
ディスポーザブルタオルは綿タオルと比べて清拭後の皮膚温を低下させるものの、厚手タオ

ルでは、これまで指摘されていた対象者への不快感を与えることなく清拭を実施できる可能性
が示唆された。また、皮膚状態においても健康成人においては有害事象が生じることなく安全に
清拭が実施できると考える。ただし、厚手タオルのみ清拭終了 15 分後まで SCH および TEWL
が高値を示していたが、これはタオルに含まれるプロピレングリコールの影響と予測する。 

 

***P<.001 **P<.01 各条件内で清拭前と比較し有意差があったもの 
図１ 3 条件における皮膚バリア機能（SCH・TEWL）の経時的変化 （n=10） 



３）異なるタオル素材の清拭が心臓疾患を有する高齢患者の皮膚バリア機能に及ぼす影響 
分析対象の 20 名（2 名は発汗があり除外）のうち 14 名（70.0％）が女性で、年齢：平均（標

準偏差）は 84.1（7.4）歳だった。前腕の TEWL と SCH について、交互作用および条件（綿・デ
ィスポ）と時点（介入前、介入 15 分後、介入翌日）の主効果は認められなかった．下腿につい
て、TEWL は交互作用（条件×時点）、時点と条件の主効果が認められなかった。下腿の SCH は、
時点の主効果のみが認められたが（F[2,18]=3.6, P=.047）、各条件間および時点間での有意差はなか
った。2 条件（綿・ディスポ）における TEWL および SCH の経時的変化より、タオルの素材に
関わらず弱圧の清拭は、心臓疾患を有する高齢患者の皮膚バリア機能を悪化させないと考えら
れる。この結果は、皮膚バリア機能を悪化させないことが報告されている弱圧での拭き取りを実
施したことが要因であると考える。 
また、20 名の対象者のうち、8 名が前腕に 9 名が下腿に浮腫を有していた。前腕および下腿と

もに浮腫を有するすべての対象者が皮膚乾燥を評価する尺度である Overall Dry Skin Score が 1
以上（＝皮膚乾燥を有する）だった。また、前腕においては TEWL および SCH ともに、浮腫を
有さない対象者よりも浮腫を有する対象者の値は有意に低かった（P<.05）。浮腫を有する対象者
においても、2 条件における皮膚バリア機能（TEWL と SCH）の経時的変化を比較した結果、交
互作用および条件（綿・ディスポ）と時点（介入前、介入 15 分後、介入翌日）の主効果は認め
られなかった。これらのことより、浮腫を有する患者においても、綿およびディスポーザブルタ
オルを使用した弱圧清拭は皮膚バリア機能を悪化させない可能性が示唆された。しかし、本研究
の浮腫を有する対象者の皮膚状態は、乳がん後のリンパ性浮腫を有する皮膚においては浮腫の
ない部位よりも TEWL が高いという報告６）や SCH に差がないという報告５）とは異なっている
ことやサンプル数の限界があるため、心因性による浮腫患者における皮膚バリア機能に関する
追研究は必要であると考える。 
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